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平
成
二
十
年
長
崎
県
立
大
学
佐
世

保
校
同
窓
会
鵬
友
会
の
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
森
田
茂
で
す
。

　

本
年
は
長
崎
県
立
大
学
と
県
立
長

崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
が
統
合
さ
れ
ま

し
て
新
し
い
名
称
は
長
崎
県
立
大
学

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
四
月

の
入
学
式
は
、
佐
世
保
校
、
シ
ー
ボ

ル
ト
校
の
合
同
の
入
学
式
と
な
り
、

会
場
で
あ
る
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
は
学

生
、
御
父
兄
の
皆
さ
ん
で
ほ
ぼ
満
員

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
長
崎
県
立
大
学
創

立
四
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
で
あ
り
、
大
学
で
は
、
華
や
か
な

記
念
式
典
も
あ
り
、
我
が
鵬
友
会
で

も
出
店
を
出
し
た
り
、
バ
ン
ド
演
奏

を
行
っ
た
り
と
、
非
常
に
好
評
な
う

ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
自
身
、
現
在
、
佐
賀
支
部
の
支

部
長
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
任

期
が
平
成
二
十
一
年
三
月
末
ま
で
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
間
は
、
会
長
、
支

部
長
を
兼
務
す
る
か
た
ち
と
な
り
ま

す
。
幸
い
、
佐
賀
支
部
長
の
後
任
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
の
大
役
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

前
任
の
前
田
会
長
は
十
六
年
の
永

き
に
亘
り
会
長
職
を
続
け
ら
れ
鵬
友

会
の
発
展
、
維
持
に
貢
献
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
前
田
前
会
長
の
こ
れ
ま
で

の
ご
苦
労
は
、
図
り
し
れ
な
い
も
の

が
あ
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
十

六
年
間
、
鵬
友
会
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、
ご
苦
労
様
と
言

い
た
い
と
同
時
に
鵬
友
会
を
代
表
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

会
長
職
を
退
い
た
後
は
鵬
友
会
の
相

談
役
と
し
て
残
っ
て
頂
け
る
と
の
こ

と
で
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
年
七
月
の
総
会
に
お
い

て
ご
承
認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
一
ヶ
月
も
経
過
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
右
も

左
も
ま
た
、
西
も
東
も
わ
か
ら
な
い

状
態
で
す
。

　

今
後
は
、
本
部
役
員
及
び
支
部
の

役
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
一
日
も
早

く
会
長
職
の
職
務
を
把
握
し
、
鵬
友

会
の
皆
様
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
努
力
し
、
ま
た
、
森
田
カ
ラ
ー
を

少
し
で
も
出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

懸
命
に
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
皆

様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
し
て
新
会
長
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

去
る
平
成
二
十
年
七
月
十
九
日

（
土
）
、
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
佐
世
保

に
お
い
て
二
年
に
一
度
の
鵬
友
会
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
十
四
時
三
十
分
よ
り
本
部
役

員
、
各
支
部
長
が
出
席
し
て
の
役
員
総

会
を
開
催
。
平
成
十
九
年
度
の
決
算
報

告
及
び
承
認
に
続
き
、
各
支
部
で
の
一

年
間
の
活
動
報
告
、
統
合
に
伴
う
会
則

変
更
の
審
議
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

途
中
予
算
書
に
間
違
い
の
指
摘
が
あ

り
、
修
正
後
総
会
に
は
コ
ピ
ー
で
配
付

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。

　

議
題
の
中
で
前
田
会
長
よ
り
退
任
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
新
会
長
に
は
佐
賀

支
部
長
の
森
田
茂
氏
を
満
場
一
致
で
選

出
。
森
田
氏
は
当
面
佐
賀
支
部
長
と
の

兼
任
で
遂
行
す
る
。
合
わ
せ
て
一
部
役

員
の
変
更
が
決
定
さ
れ
た
。
前
田
会
長

に
は
職
責
十
六
年
の
永
き
に

亘
り
鵬
友
会
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
り
、
感
謝
の
念
に
た

え
ま
せ
ん
。

　

十
六
時
三
十
分
か
ら
は
約

六
十
名
の
会
員
が
出
席
し
て

の
鵬
友
会
総
会
を
開
催
。
二

年
分
の
活
動
報
告
（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
寄
贈
等
）
、
予
算
・

決
算
報
告
、
新
役
員
承
認
と

新
会
長
の
も
と
滞
り
な
く
進

行
。

　

十
六
時
三
十
分
か
ら
は
お

待
ち
か
ね
お
楽
し
み
懇
親

会
。
統
合
に
伴
い
変
更
さ
れ

た
新
学
歌
が
現
役
学
生
吹
奏

楽
部
の
演
奏
で
披
露
さ
れ

た
。
現
代
風
の
爽
や
か
な
曲

で
は
あ
る
が
、
親
し
ん
で
き

た
旧
学
歌
が
無
く
な
る
の
は

一
抹
の
寂
し
さ
が
つ
い
て
く

る
も
の
で
あ
る
。

　

来
賓
と
し
て
木
村
理
事
長
、
木
村
副

学
長
、
岡
崎
教
授
、
吉
居
学
生
部
長
、

池
田
事
務
局
長
、
毎
回
ご
出
席
い
た
だ

い
て
い
る　

田
元
事
務
局
長
が
お
見
え

に
な
っ
た
。

森
田
新
会
長
の
挨
拶
で
幕
を
空
け
、
木

村
理
事
長
の
乾
杯
で
開
宴
。

そ
の
後
、
円
卓
を
囲
ん
で
各
自
皆
々
昔

に
戻
っ
て
大
い
に
飲
み
、
語
り
、
親
交

を
深
め
あ
っ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
昭
和
四
十

九
度
卒
で
プ
ロ
歌
手

の
川
口
貴
之
氏
が
持

歌
を
披
露
、
皆
聴
き

入
っ
て
い
た
。

ま
だ
ま
だ
飲
め
や
騒

げ
の
時
間
は
続
き
ま

し
た
が
、
ア
ッ
と
言

う
間
の
三
時
間
、
心
を
残
し
な
が
ら
も

　

田
元
事
務
局
長
の
中
締
め
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
二
次
会
、

三
次
会
と
盛
り
上
が
っ
た
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
回
楽
し
い
企
画
で
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
荒
木

さ
ん
あ
り
が
と
う
！

　

皆
さ
ん
ま
た
二
年
後
に
会
い
ま
し
ょ

う
！

　

新
し
い
長
崎
県
立
大
学
が
本
年
四

月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

新
大
学
は
佐
世
保
校
と
シ
ー
ボ
ル
ト

校
と
よ
り
な
り
、
本
年
度
の
入
学
式

は
両
校
合
同
で
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
面

に
お
い
て
は
、
両
校
の
先
生
の
往
来

に
よ
る
授
業
や
テ
レ
ビ
画
面
を
通
じ

て
の
遠
隔
授
業
な
ど
授
業
の
内
容
に

も
拡
が
り
が
生
ま
れ
、
開
学
式
で
の

両
校
学
生
に
よ
る
新
し
い
学
歌
の
演

奏
な
ど
、
学
生
や
先
生
の
交
流
が
進

ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
学
園
祭
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
が
拡
が

っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
貴
会
か
ら
ご
寄
付
頂
い
た

バ
ス
は
こ
の
よ
う
な
学
生
、
教
職
員

の
往
来
に
活
躍
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

新
大
学
の
誕
生
を
機
に
一
層
の
飛
躍

を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
若
者
に
は
元
気
を
、
教
職
員
に

は
ヤ
ル
気
を
促
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
し
て
、
若
者
に
は
人
と
人
と
の
心

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
よ
う
育

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鵬
友
会
が
若
者
の
心
の
支
え
と
な

り
、
ま
た
世
代
間
交
流
を
密
に
し
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
ん
で

お
り
ま
す
。

　

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
十
六
年
間

と
い
う
長
い
会
長
の
職
責
を
、
今
回

森
田
新
会
長
に
ま
か
せ
る
事
が
出
来

た
こ
と
で
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

当
初
は
手
さ
ぐ
り
状
態
で
大
学
の

行
事
に
参
加
し
て
い
た
の
が
、
名
簿

の
作
成
、
支
部
活
動
へ
の
参
加
等
に

よ
り
、
多
く
の
知
己
を
得
、
彼
等
の

協
力
、
励
ま
し
で
次
第
に
活
動
す
る

こ
と
の
楽
し
み
を
感
じ
る
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
十
周
年
記
念
事
業
に
は
大
学

P
R
ビ
デ
オ
を
作
成
す
る
こ
と
が
出

来
、
四
十
周
年
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
贈
呈
出
来
た
こ
と
は
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

関
東
支
部
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

多
数
の
支
援
者
を
得
て
始
ま
っ
た
関

東
就
職
セ
ミ
ナ
ー
が
い
つ
の
間
に
か

佐
世
保
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

参
加
学
生
が
四
十
名
か
ら
一
五
〇
名

へ
と
規
模
も
拡
大
し
、
学
生
の
就
職

活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
貢
献
す
る
事
が
出
来
た
こ
と
は
、

大
学
か
ら
高
い
評
価
を
も
っ
て
受
け

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

思
え
ば
十
六
年
間
で
様
々
な
会
員

と
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
学
生
時

代
の
思
い
出
を
語
り
あ
え
る
間
柄
の

人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
世
代
の

人
達
も
心
の
中
に
あ
る
長
崎
県
立
大

学
へ
の
思
い
は
私
以
上
に
熱
か
っ
た

事
を
感
じ
ま
し
た
。

　

森
田
新
会
長
の
指
揮
の
も
と
鵬
友

会
が
益
々
活
性
化
さ
れ
、
確
固
た
る

組
織
と
な
る
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

退
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

前
田
　
敬
一

長
崎
県
立
大
学
学
長

     

池
田
　 

良

新
会
長
に
就
任
し
て

鵬
友
会
会
長
　
森
田
　
茂

七
月
十
九
日
（
土
）
記
念
総
会
盛
大
に
開
催
。

翌
日
二
十
日
（
日
）
は
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
む
。

 役職名

会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
会　　計
監　　査
監　　査
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
相 談 役
相 談 役
相 談 役
長崎支部
佐賀支部
福岡支部
大分支部
中国支部
関西支部
　　〃
東海支部
関東支部

　 氏名

森田　茂
渋谷　明幸
千北　裕吉
藤木　秀人
永嶋　圭祐
渡辺　薫良
宮地　学
平子千太郎
松尾　哲朗
松本　文昭
荒木　義伸
川口　寛
川尻　佳嗣
福島　明満
中村　正一
角田隆一郎
磯本真由美
久保川利光
古川　剛
原岡　慶和
草野豹一郎
前田　敬一
伊藤　順一
森田　茂
濱邊　千昭
稲葉　茂雄
竹内　精一
星　　憲夫
金子　順興
西尾　政直
中島　久善

卒業年度

昭和47年
昭和47年
昭和47年
昭和51年
平成01年
昭和49年
昭和52年
昭和46年
昭和47年
昭和47年
昭和53年
昭和53年
昭和55年
昭和57年
昭和58年
昭和59年
平成04年
平成10年
平成11年
昭和45年
昭和45年
昭和46年
昭和48年
昭和47年
昭和46年
昭和47年
昭和46年
昭和47年
昭和47年
昭和46年
昭和55年

新役員紹介

平
成
二
十
年
度
鵬
友
会
総
会

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

総
会
の
翌
日
、
鳥
帽
子
岳
の
山
頂
に

あ
る
『
え
ぼ
し
ス
ポ
ー
ツ
の
里
』
で
留

学
生
も
交
え
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
盛
大
に
催
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

二
日
酔
い
の
身
体
に
鞭
打
ち
な
が
ら
起

き
だ
し
て
来
た
O
B
と
さ
す
が
現
役
爽

や
か
な
笑
顔
の
留
学
生
が
広
大
な
敷
地

の
ス
ポ
ー
ツ
の
里
に
集
ま
り
、
青
々
と

し
た
芝
生
の
上
で
数
々
の
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

二
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

を
500
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
サ
イ
ズ
の
ボ
ト

ル
に
移
し
変
え
る
ゲ
ー
ム
や
、
雨
合
羽

を
着
用
し
て
の
水
鉄
砲
ゲ
ー
ム
・
昔
懐

か
し
い
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
な
ど
親
子
連

れ
の
参
加
者
や
留
学
生
に
も
大
い
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
宝
探
し
で

は
、
広
大
な
敷
地
の
中
に
隠
さ
れ
た
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
求
め
、
走
り
回
る

人
・
疲
れ
果
て
て
座
り
込
む
人
・
子
供

に
元
気
を
貰
う
親
等
様
々
で
し
た
が
、

見
事
一
万
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト

し
た
の
は
大
学
院
一
年
王
百
為
君
で
し

た
。
他
に
も
圧
力
鍋
な
ど
豪
華
な
景
品

や
参
加
賞
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

宝
探
し
で
腹
ペ
コ
に
な
っ
た
後
は
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
へ
。
焼
肉
や
焼
き

鳥
を
は
じ
め
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
や
パ

エ
リ
ヤ
・
焼
お
に
ぎ
り
や
生
ビ
ー
ル
等

を
お
腹
一
杯
詰
め
込
み
な
が
ら
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
…
…
。

あ
っ
と
い
う
間
の
一
日
で
し
た
。
当
初

は
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
う
す
曇

の
あ
と
晴
れ
間
も
広
が
り
、
山
々
の
緑

と
爽
や
か
な
風
に
吹
か
れ
た
心
地
よ
さ

は
、
下
界
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
を
完

全
に
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
貴
重
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会

　

一
部
Ｏ
Ｂ
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
久
々

に
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
日
、
日
曜
日
、
佐
世
保
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
石
盛
岳
コ
ー
ス
は
心
配
さ
れ

た
猛
暑
と
は
無
縁
の
曇
天
、
風
そ
よ
ぐ
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
熱
中
症
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
し
た
精
鋭
？
は
平

均
年
齢
六
十
歳
オ
ー
バ
ー
？
の
十
五
人
。

遠
く
は
東
京
、
福
岡
か
ら
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
競
技
は
何
の
緊
張
感
も
な
く
、

和
気
藹
々
の
な
か
進
行
。
七
七
歳
の
元
事

務
局
長
・
濱
田
輝
治
氏
の
元
気
な
こ
と
、

ベ
ス
グ
ロ
、
ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
ピ
ン
と
特

別
賞
総
な
め
で
し
た
。
木
村
道
夫
理
事
長

は
さ
す
が
に
ベ
ス
グ
ロ
二
位
、
岡
崎
寛
教

授
は
ま
さ
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

つ
い
で
な
が
ら
報
告
し
ま
す
と
、
優
勝
は

幹
事
疲
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
遠
慮
知
ら

ず
の
千
北
裕
吉
氏
で
し
た
。

　

二
年
後
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成20年度総会平成20年度総会 平成20年度役員総会平成20年度役員総会

学歌演奏の大学吹奏楽部学歌演奏の大学吹奏楽部プロ歌手の川口氏プロ歌手の川口氏

確
固
た
る
組
織
と

　
　
　
な
る
事
を
願
っ
て

鵬
友
会
会
員
の
皆
様
へ
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関
西
支
部

星
　
憲
男

（
4
7
年
度
卒
）

0
7
2
・
2
6
5
・
5
7
5
0

●
支
部
長

（
自
宅
）

高
石
市
千
代
田
1
・
2
7
・
7

福
岡
支
部

浜
辺
　
千
昭

（
4
6
年
度
卒
）

☎
0
9
2
・
8
8
5
・
0
3
5
8

●
支
部
長

（
自
宅
）

福
岡
市
西
区
愛
宕
浜
2
・
2
・
4
・
3
0
3

佐
賀
支
部

森
田
　
茂

（
4
7
年
度
卒
）

☎
0
9
5
5
・
4
6
・
4
7
6
7

●
支
部
長

（
自
宅
）

西
松
浦
郡
有
田
町
北
川
内
丙
5
3
6

関
東
支
部

中
島
　
久
善

（
5
5
年
度
卒
）

☎
0
4
2
・
9
7
2
・
7
6
3
1

●
支
部
長

関
東
支
部
事
務
局
（
小
室
宅
）

東
海
支
部

西
尾
　
政
直

（
4
6
年
度
卒
）

☎
0
5
2
・
8
3
6
・
7
2
5
6

●
支
部
長

（
自
宅
）

 

名
古
屋
市
天
白
区
八
事
山
1
2
7

　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
八
事
C
・
2

新
支
部
長
体
制
で

　
　
　
新
た
な
ス
タ
ー
ト

八
番
目
の
支
部
と
し
て

　
　
発
足
し
、
二
年
が
経
過

活
動
の
活
性
化
が

　
　
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ

新
し
い
組
織
で

　
　
心
機
一
転
の
活
動
を

　

今
年
は
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
が
明
け

連
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
自

身
夏
ば
て
状
態
を
起
こ
し
ま
し
て
一
週

間
、
病
院
に
点
滴
を
打
ち
に
通
っ
た
次

第
で
す
。
例
年
、
梅
雨
が
明
け
る
と
セ

ミ
が
一
斉
に
鳴
き
始
め
ま
す
が
、
今
年

は
な
か
な
か
鳴
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
聞
記
事
の
中
に
梅
雨
は
明

け
た
け
ど
も
セ
ミ
の
孵
化
が
間
に
合
わ

ず
セ
ミ
の
数
が
少
な
い
と
の
記
事
を
み

つ
け
ま
し
た
。
自
然
の
営
み
と
は
す
ご

い
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
佐
賀
支
部
で
は
、
二
年
に
一

回
一
泊
二
日
で
支
部
の
総
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
総
会
の
年
が
今
年

に
あ
た
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
十
九

年
度
は
佐
賀
支
部
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど

支
部
の
活
動
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

も
っ
ぱ
ら
、
私
、
森
田
が
本
部
の
活

動
、
大
学
の
行
事
に
参
加
し
た
く
ら
い

で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
佐
賀
支
部
の
皆
さ

ん
が
待
ち
に
待
っ
て
い
た
だ
ろ
う
一
泊

二
日
の
総
会
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
他

支
部
の
役
員
の
方
々
も
佐
賀
支
部
の
総

会
に
参
加
し
た
い
と
の
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。

　

佐
賀
県
在
住
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、

お
互
い
声
を
掛
け
合
っ
て
、
一
人
で
も

多
く
参
加
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
は
一
泊
二
日
の

　
　
　
　
支
部
総
会
の
年

　

九
月
に
入
り
少
し
ば
か
り
過
ご
し
易

く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
関
西
支
部

会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
恒
例
の
関
西
支
部
総
会
・
親
睦

会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
致
し
ま
す
。

懐
か
し
い
友
の
顔
を
見
な
が
ら
楽
し
く

語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
同
窓
生
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
支
部
総
会
は

　
　
　
十
月
十
八
日
（
土
）

長
崎
支
部

伊
藤
　
順
一

（
4
8
年
度
卒
）

☎
0
9
5
・
8
2
4
・
1
1
1
1

●
支
部
長

（
勤
務
先
）

長
崎
県
環
境
部
環
境
政
策
課

　

昨
年
九
月
の
支
部
総
会
で
前
任
の
小

室
さ
ん
か
ら
支
部
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
中
島
で
す
。

皆
様
の
お
力
添
え
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
関
東
支
部
活
動
は
二
つ
の

大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
松
田
元
支
部
長
の
別
荘
で
の
秋

の
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
し
た
こ
と
で
す
。

以
前
に
「
紅
葉
狩
り
の
会
」
と
し
て
実

施
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
今
回
は
「
新

蕎
麦
打
ち
の
会
」
と
銘
打
っ
て
十
一
月

に
実
施
し
ま
し
た
。

泊
り
込
ん
で
日
本
各
地
の
蕎
麦
を
打
っ

て
食
べ
比
べ
す
る
と
い
う
趣
向
で
し
た

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
宿
泊
は
無
理

な
人
も
日
帰
り
で
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
延
べ
十
名
の
集
い
と
な
り
ま
し

た
。

ま
た
、
こ
の
秋
に
も
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

も
し
、
お
知
り
合
い
の
お
い
し
い
お
蕎

麦
屋
さ
ん
か
ら
蕎
麦
粉
を
分
け
て
い
た

だ
け
る
な
ら
、
五
百
グ
ラ
ム
で
結
構
で

す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

小
生
が
蕎
麦
打
ち
の
極
意
を
伝
授
い
た

し
ま
す
。

　

支
部
活
動
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
動

き
は
東
京
就
職
セ
ミ
ナ
ー
（
関
東
支
部

で
は
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
と
呼
ん
で
い
ま

す
）
の
再
開
で
す
。

大
学
就
職
課
長
の
交
代
も
あ
り
、
早
く

か
ら
の
学
生
へ
の
呼
び
か
け
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
首
都
圏
で
就
職
を
希

望
す
る
四
名
の
三
年
生
が
一
月
に
代
々

木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
も
延
べ
二
十
三
名
集
ま
っ
て
く
だ

さ
り
、
そ
れ
こ
そ
学
生
一
人
ひ
と
り
の

希
望
業
界
・
業
種
や
就
職
活
動
準
備
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
個
別
対
応
の
セ

ミ
ナ
ー
を
三
泊
四
日
で
実
施
し
ま
し

た
。

今
年
度
は
す
で
に
就
職
課
か
ら
、
来
年

一
月
十
六
日
（
金
曜
）
〜
十
九
日
（
月

曜
）
の
日
程
で
の
開
催
依
頼
が
き
て
い

ま
す
。

近
々
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
関
東
地
区
で
開
催
さ
れ
る
予

定
の
行
事
で
す
。

詳
細
ま
で
決
ま
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
書
き
並
べ
ま
す
。

●
九
月
二
十
七
日
（
土
曜
）

　
　
　
　

午
後
五
時
〜
九
時

　

場
所
：
代
々
木
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

 

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

大
学
荻
原
研
究
室
・
東
京
ゼ
ミ
研
修
に

あ
わ
せ
て
Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談
会
を
開
き
ま

す
。

三
年
生
十
二
名
が
参
加
の
予
定
で
す
。

●
十
一
月
下
旬
の
二
日
間

 

場
所
：
飯
能
・
松
田
元
支
部
長
別
荘

昨
年
度
好
評
で
し
た
、
新
蕎
麦
打
ち
の

会
を
開
き
ま
す
。

蕎
麦
打
ち
を
体
験
し
て
み
た
い
人
は
も

ち
ろ
ん
、
食
べ
る
だ
け
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。

こ
の
時
期
、
別
荘
の
川
向
こ
う
は
紅
葉

の
真
っ
盛
り
で
す
。

●
時
期
未
定

 

場
所
：
都
内

お
茶
（
お
酒
？
）
を
飲
み
な
が
ら
の
雑

談
の
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
三
月
末
か
四
月
初
め

 

場
所
：
四
谷
・
外
堀
の
土
手

毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
観
桜
の
会
で

す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
関
東
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://ho-yu.com

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
都
合
が
つ
け

ば
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
催
し
を

あ
わ
せ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
十
一
月
十
二
日
（
水
曜
）

    

午
後
六
時
半
〜
八
時
半

 

場
所
：
新
宿
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン　
　
　
　

シ
ー
東
京

　

東
京
佐
世
保
会

　
　

「
ふ
る
さ
と
佐
世
保
の
夕
べ
」

佐
世
保
市
内
の
高
校
卒
業
生
は
じ
め
、

佐
世
保
に
縁
の
あ
る
方
々
が
集
ま
り
ま

す
。

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
妹
の
歌
手
佐
田
玲

子
さ
ん
の
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
抽
選

会
・
物
産
展
も
あ
り
ま
す
。

連
絡
先
：
佐
世
保
市
東
京
事
務
所
内

東
京
佐
世
保
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三
̶
三
三
七
〇
̶
一
六
〇
〇

　

平
成
十
九
年
度
の
長
崎
支
部
に
お
け

る
活
動
状
況
で
す
が
、
ま
ず
は
、
七
月

十
五
日
に
「
佐
世
保
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
」
で
開
催
さ
れ
た
鵬
友
会
役
員
総
会

に
山
﨑
副
支
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
三
日
及
び
十
四
日
に

開
か
れ
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
に
は
三
名
が

参
加
し
、
四
回
の
模
擬
面
接
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
十
一
月
十
一
日
の
四
十
周

年
記
念
式
典
に
は
、
支
部
を
代
表
し
て

山
﨑
副
支
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
県
立
大
学
で
は
、
金
子
知

事
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
と
こ
れ
ま
で

の
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
新
生
県
立
大
学
の
こ
れ
か
ら
の
大

い
な
る
飛
躍
を
期
待
し
な
が
ら
祝
賀
ム

ー
ド
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
崎
支
部
で
は
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
恒
例
の
総
会
・

新
年
会
を
、
平
成
二
十
年
一
月
十
九
日

に
長
崎
市
の
「
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
」
で

開
き
ま
し
た
。
大
学
か
ら
木
村
理
事

長
、
本
部
か
ら
前
田
会
長
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
総
勢
二
十
三
名
の
皆
様
と
、

懐
か
し
い
思
い
出
や
貴
重
な
情
報
交
換

な
ど
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
部
の
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
は

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
今
後
、
会
員

の
皆
様
か
ら
も
提
案
を
頂
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成20年度　関西支部総会のお知らせ
●日時：平成20年10月18日（土）18：00～20：00
●会場：ホテル阪急インターナショナル 1F
　       カフェレストラン「ナイト＆デイ」
　         ［阪急梅田駅茶屋口より約3分　tel.06-6377-3618］
●会費：3,000円

※お問合せは／金子 順興(tel・fax078-794-1053)
                     Email : junkou@msg.biglobe.ne.jp

就職委員会委員長岡崎教授、鵬友会本部副会長藤木氏、大学法人小室氏の来席を
賜っています。大学の近況等資料も用意しています。

　

東
海
支
部
は
平
成
十
九
年
三
月
二
十

一
日
に
、
八
番
目
の
支
部
と
し
て
発
足

し
、
二
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
も
、
四
月
二
十
六
日
に
名
古
屋
駅
前

の
「
東
天
紅
」
で
卒
業
生
十
二
名
が
集

結
し
、
発
足
以
来
、
二
回
目
の
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
お
忙

し
い
中
、
鵬
友
会
本
部
の
前
田
会
長
、

関
東
支
部
か
ら
中
島
支
部
長
も
駆
け
つ

け
ら
れ
、
盛
大
の
内
に
閉
会
致
し
ま
し

た
。

　

毎
回
十
数
名
の
卒
業
生
の
方
々
が
参

加
さ
れ
、
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す

が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
集
約
地
と
し

て
知
ら
れ
る
当
地
域
（
愛
知
県
・
岐
阜

県
・
三
重
県
・
静
岡
県
）
に
は
約
二
五

十
名
の
卒
業
生
が
在
住
し
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
転
勤
者
の
方
が
多
い
せ
い
か
、

な
か
な
か
総
会
の
参
加
者
数
が
増
加
せ

ず
、
又
、
活
動
ら
し
き
も
の
が
出
来
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

同
期
の
方
で
東
海
地
区
に
在
住
の
方

を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
支
部
の

存
在
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
又
、
次
回

の
支
部
総
会
を
来
春
に
開
催
予
定
で
す

の
で
、
そ
の
折
は
ふ
る
っ
て
参
加
下
さ

い
。

　

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
し
、
更
に
活

発
な
交
流
・
活
動
を
実
現
で
き
る
支
部

で
あ
り
た
い
と
念
じ
続
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
指
導
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
岡
支
部
の
総
会
（
兼
懇
親
会
）
を

平
成
二
十
年
四
月
十
九
（
土
）
、
天

神
・
平
和
楼
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
来
賓
と
し
て
、
木
村
副
学

長
・
岡
崎
教
授
・
池
田
事
務
局
長
に
ご

出
席
頂
き
、
本
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
『
長
崎
県
立
大
学
』
の
現
状
（
例
え

ば
、
大
学
名
が
英
文
で
は

『U
N
IV
E
RSIT

Y
 O
F N

A
G
A
SA
K
I

』

に
変
わ
り
、
学
章
も
【
鵬
】
か
ら

「
海
」
「
太
陽
」
「
佐
世
保
校
」
「
シ

ー
ボ
ル
ト
校
」
の
英
語
の
頭
文
字
の

【
S
】
を
組
合
わ
せ
た
マ
ー
ク
に
…

…
。

単
位
取
得
に
つ
い
て
は
、
全
て
【
可
】

で
も
卒
業
で
き
た
の
に
、
新
シ
ス
テ
ム

で
は
卒
業
不
可
！
に
な
っ
た
と
の
こ

と
）
や
、
今
後
の
大
学
と
し
て
の
方
向

性
な
ど
を
話
し
て
頂
き
、
参
加
し
た
二

十
名
弱
の
O
B
は
興
味
深
く
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
二
部
の
総
会
に
。

佐
世
保
か
ら
前
田
会
長
・
事
務
局
の
伊

東
さ
ん
、
佐
賀
か
ら
森
田
支
部
長
も
加

わ
り
、
本
部
役
員
会
へ
の
出
席
、
就
職

セ
ミ
ナ
ー
、
鵬
祭
支
援
、
卒
業
式
出
席

な
ど
の
支
部
活
動
報
告
が
承
認
。
無
事

終
了
。

そ
し
て
懇
親
会
。
自
己
紹
介
、
近
況
報

告
〆
は
恒
例
「
こ
〜
こ
は
九
州
か
佐
世

保
〜
の
町
か
…
」
で
幕
に
。
例
年
の
よ

う
に
お
互
い
に
親
交
を
深
め
合
い
ま
し

た
。
是
非
皆
さ
ん
一
度
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

昨
年
、
開
学
四
十
周
年
を
迎
え
、

O
B
会
員
も
一
番
上
が
還
暦
を
迎
え
、

人
数
も
五
桁
近
く
に
な
り
、
各
支
部
も

増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当

福
岡
支
部
の
総
会
も
例
年
い
つ
も
の
顔

ぶ
れ
（
こ
れ
は
こ
れ
で
楽
し
い
の
で
す

が
…
）
で
、
こ
れ
か
ら
如
何
に
新
メ
ン

バ
ー
を
増
や
す
か
が
一
つ
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
今
後
、
他
の
支
部
と

の
相
互
協
力
や
現
大
学
へ
の
就
職
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
の
応
援
体
制
強
化
は
勿

論
、
ま
だ
支
部
の
な
い
例
え
ば
福
岡
に

近
い
「
熊
本
県
」
の
O
B
の
方
々
へ
の

呼
び
掛
け
や
、
他
支
部
で
行
っ
て
い
る

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
企
画
し
て
、

も
っ
と
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
タ
テ
ヨ
コ

の
繋
が
り
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
副
支
部
長
を
安
岡
氏
よ

り
森
田
会
長
や
大
分
稲
葉
支
部
長
と
同

期
の
安
田
氏
を
起
用
。
本
部
と
の
連
係

を
も
っ
と
密
に
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
佐
世
保
と
の
「
縁
」
つ
な
が

り
で
あ
る
『
ふ
く
お
か
佐
世
保
会
』
に

は
、
浜
辺
、
安
岡
、
西
川
氏
が
役
員
を

し
て
定
期
総
会
・
新
春
の
つ
ど
い
・
ふ

る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
て
大
い
に
「
県
立
大
学
」
の
ネ

ー
ム
ア
ッ
プ
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
今
年
六
月
、
各
役
員
と
も
任
期
満

了
退
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
サ

メールアドレスを以前に登録い
ただいている方で、未着の方は
誤ったアドレスが登録されてい
る可能性がありますので、再度
お知らせ下さい。
メールアドレスの管理者          
氏名／小　室　　宏        
役職／前関東支部支部長        

登録アドレス確認のお知らせ
登録メールアドレスの確認も含め
て、この会報の届く直前に『会報
発送メール』を送信しました。

10月5日までに同封の出欠はがきでお申込下さい



従来のFAX番号は廃
止し、電話番号と一緒
になりました。

事

局

よ

務

だ

り

お
願
い
!!

鵬友会ホームページを見ていますか？
住所変更はホームページでOK

現在、鵬友会のホームページは随時リニューアルし、最新情報が盛り沢山。
デザインも、以前とは一味違ったホームページになっています。
大学の近況、鵬友会の活動状況、会員の声など情報が一目で………。
もちろん住所変更等にもご利用いただけます。

［鵬友会ホームページ］http://homepage1.nifty.com/ho-yu-/
［鵬友会メールアドレス］ho-yu-@nifty.com
［管理者メールアドレス］komuro@ho-yu.com（小室 宏／関東支部）

卒
業
生
の
皆
さ
ん
鵬
友
会
か
ら
の
出
欠

ハ
ガ
キ
等
は
必
ず
返
信
し
て
下
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が
、
同
窓
会
を

応
援
し
て
い
る
の
で
す
。

0120・47・9044

0956・47・5146

フリーダイヤル

お知らせ

事務局への連絡はフリー
ダイヤルが便利です。活
用して下さい。

（4）鵬友会会報「おおとり」第21号　平成20年9月1日発行

メール メール

メールでの情報を希望の会員はアドレスをお教えください。
　年々会員数が増加するなかで、総会や各支部活動の案内の連絡を、従来の郵便に頼っていたのでは、同窓会活動経費を圧迫してしまいます。そこで今後は積極
的に電子メールを使った情報連絡に取り組むことを決議しました。つきましては、会員の皆様のメールアドレスを管理者にお教えください。
なお、会員の皆様からいただいたメールアドレスは、プライバシー保護の観点から、厳重に管理し、他へは一切漏らしませんので、ご安心ください。

メールアドレスの管理者氏名／小室　宏／前関東支部長・アドレス／komuro@ho-yu.com（ここにメールを送って下さい）

電子メールアドレス管理者

●メールによる情報連絡の流れ

本部・支部の情報

同窓会事務局又は各支部 鵬友会会員

大
分
支
部
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年
度
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支
部
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宅
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大
分
市
青
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台
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目
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・
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中
国
支
部
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内 

精
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4
6
年
度
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0
8
2
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●
支
部
長

（
自
宅
）

 

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
大
通
2
・
1
・
1
7

　

中
国
支
部
の
こ
の
一
年
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
十
九
日

に
、
広
島
地
区
中
心
に
、
九
名
の
参
加

に
よ
る
、
会
合
を
持
ち
ま
し
た
。
翌
日

は
、
男
子
マ
ラ
ソ
ン
の
長
崎
選
手
団
の

監
督
に
対
し
て
、
金
一
封
を
寄
付
し
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
一
日

に
は
、
中
国
支
部
代
表
と
し
て
、
第
四

十
一
回
学
園
祭
に
出
席
し
，
鵬
友
会
か

ら
、
大
学
側
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
贈

呈
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
中
国
地
区
よ

り
、
延
べ
二
十
六
名
の
募
金
協
力
者
が

あ
り
ま
し
た
。 

      

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

二
〇
〇
八
年
七
月
十
九
日
に
は
、
役

員
総
会
が
あ
り
、
前
田
会
長
の
勇
退

と
、
森
田
支
部
長
の
会
長
就
任
が
、
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
、
山
口
地
区
・
山
陰
地
区
と
の
、

連
係
に
よ
る
、
中
国
支
部
の
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
、
進
展

が
な
い
の
が
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。

二
〇
一
〇
年
一
月
十
七
日
に
、
中
国
支

部
の
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
皆
様
方
よ
り
、
積
極
的
参
加
を

求
め
て
い
ま
す
。 

      

私
の
携
帯
番
号
は
、

0
9
0

・5
2
6
4

・0
1
5
7

で
す
。

ま
た
、
携
帯
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

stakeuchi3933@
docom

o.ne.jp     

支
部
会
員
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
積
極
的
参
加
を
期
待

●
第
六
十
三
回
国
民
体
育
大
会

　

第
八
回
障
害
者
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

　

大
分
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
期
間　

九
月
二
十
七
日
〜
十
月
七
日

（
会
期
前
実
施
競
技
は
九
月
十
一
日
）

（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
十
月
十
一
日
）

・
場
所　

大
分
県
内
各
地

※
期
間
中
県
内
各
地
で
、
お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
大
分
の
食
、
自
然
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

当
支
部
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

※
昭
和
六
三
年
か
ら
始
ま
る
二
巡
目
国
体

　

前
回
（
一
巡
目
）
は
昭
和
四
一
年

（
一
九
六
六
）

　

大
分
県
勢
は
水
泳
・
剣
道
・
柔
道
・

体
操　

ラ
グ
ビ
ー
・
高
校
野
球
等
十
種

目
で
総
合
優
勝
、
天
皇
杯
は
一
位
、
皇

后
杯
は
五
位
で
し
た
。

●
大
分
支
部
今
後
の
予
定

・
大
分
支
部
総
会
:
九
月
二
十
日
（
土
）

　

場
所
:
大
分
市
ソ
レ
イ
ユ
、
参
加
無
料

　

時
間
:
午
後
５
時
〜　
　

　

懇
親
会
会
費
:
男
性
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
三
千
円

・
就
職
セ
ミ
ナ
ー
:
一
月
十
七
日
の
予
定

　

本
年
で
十
一
回
続
い
て
い
る
大
分
県

出
身

　

三
年
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

　

地
元
就
職
情
報
会
社
に
よ
る
地
元
企

　

業
情
報
や
、
就
活
の
心
構
え
・
新
卒

者　

体
験
談
な
ど
、
新
旧
卒
業
生
手
作

り
の　

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待　

ち
し
て
い
ま
す
。

四
十
二
年
ぶ
り
の

　
大
分
国
体
に
盛
り
上
が
り

▽
ち
な
み
に
二
巡
目
長
崎
国
体
は
、

　

六
年
後
の
平
成
二
六
年
の
予
定
。

▽
一
巡
目
長
崎
国
体
は
昭
和
四
四
年

　

（
一
九
六
九
:
本
学
が
『
国
際
経

　

済
大
学
』
に
昇
格
の
二
年
後
、
東

　

大
紛
争
・
東
大
入
試
中
止
の
年
。

　

前
年
は
「
佐
世
保
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

　

イ
ズ
寄
港
阻
止
闘
争
」
の
年
）
で
、

　

夏
季
大
会
が
佐
世
保
市
立
総
合
グ

　

ラ
ン
ド
の
プ
ー
ル
を
、
秋
季
大
会

　

が
諫
早
市
県
立
総
合
運
動
公
園
陸

　

上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催

　

さ
れ
た
。

　

「
あ
す
を
ひ
ら
く
創
造
国
体
」
を

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
鵬
（
お

　

お
と
り
）
が
世
界
に
は
ば
く
躍
進

　

の
姿
」
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
、

　

雄
飛
す
る
国
際
県
長
崎
の
意
気
を

　

示
し
た
。

　

成
績
は
、
天
皇
杯
一
位
、
皇
后
杯

　

一
位
の
総
合
優
勝
で
し
た
。

一
口
メ
モ
（
長
崎
国
体
）

（5）鵬友会会報「おおとり」第21号　平成20年9月1日発行

　

同
窓
生
の
皆
様
は
全

国
、
ま
た
、
海
外
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
平
成
十
九
年
は
、
県

立
大
学
創
立
四
十
周
年
と
い
う
記
念
の
年
ま
た
平

成
二
十
年
は
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
と
の
統

合
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
我
が
鵬
友
会
で
も
何
か
記
念
に
な
る
も
の

を
大
学
に
寄
贈
し
よ
う
と
い
う
声
が
盛
り
上
が

り
、
役
員
会
の
話
の
中
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
寄
贈
し

た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。
但

し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
す
る
資
金
が
足
り
な

い
。
そ
こ
で
、
同
窓
生
の
方
々
に
ご
寄
付
を
お
願

い
し
た
次
第
で
す
。
寄
付
し
て
頂
い
た
寄
付
金
だ

け
で
は
足
り
な
い
状
態
で
し
た
が
、
関
西
支
部
の

金
子
支
部
長
の
ご
努
力
に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
無
事
、
大
学
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
ご
寄
付
を
頂
い
た
同
窓
生
の

皆
さ
ん
、
ま
た
、
金
子
支
部
長
の
ご
努
力
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
学
で
は
現
在
フ
ル
活
動

し
て
い
る
と
の
報
告
も
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
、
同
窓
生
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
申

し
上
げ
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
十
一
月
十
一
日
、
開
学

四
十
周
年
記
念
式
典
が
本
学
内
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
学
長
を
始
め
大
学
関

係
者
と
金
子
長
崎
県
知
事
、
朝
長
佐
世

保
市
長
な
ど
多
く
の
来
賓
が
見
え
ら

れ
、
新
生
・
長
崎
県
立
大
学
の
幕
開
け

を
祝
う
式
典
と
な
っ
た
。

　

鵬
友
会
か
ら
は
会
員
か
ら
の
寄
付
で

購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
寄
贈
が
行

わ
れ
、
大
学
か
ら
感
謝
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

　

二
部
で
は
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
四
番

打
者
で
現
野
球
解
説
者
の
掛
布
雅
之
氏

を
招
い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
感

動
と
笑
い
で
渦
く
中
、
多
く
の
質
問
が

飛
び
交
う
な
ど
大
変
盛
況
で
し
た
。

　

折
し
も
前
日
と
当
日
に
開
催
さ
れ
て

い
た
「
鵬
祭
」
へ
初
め
て
鵬
友
会
と
し

て
出
店
を
し
た
。
佐
世
保
名
物
レ
モ
ン

ス
テ
ー
キ
の
実
演
販
売
で
あ
る
。
味
に

は
自
信
が
あ
っ
た
が
、
一
日
目
、
売
れ

残
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
不
安

を
よ
そ
に
六
〇
〇
円
と
い
う
格
安
価
格

も
手
伝
っ
て
か
売
れ
る
は
売
れ
る
、
あ

っ
と
言
う
間
の
完
売
で
あ
る
。
二
日
目

も
数
量
を
二
倍
に
し
て
販
売
し
た
が
、

予
約
・
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
振

り
で
、
昼
を
待
た
ず
し
て
完
売
し
て
し

ま
っ
た
。
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
役

員
の
奥
様
た
ち
に
は
感
謝
の
こ
と
ば
も

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

関
わ
っ
た
人
た
ち
か
ら
は
今
年
の
「
鵬

祭
」
で
も
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
言
葉
も

ち
ら
ほ
ら
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

と
な
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鵬
友
会

O
B
が
出
演
す
る
お
や
じ
バ
ン
ド
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。
昔
と
っ
た
杵
柄
、

田
淵
さ
ん
、
高
原
氏
、
田
出
氏
た
ち
が

若
者
を
魅
了
。

今
年
は
十
一
月
十
五
（
土
）
・
十
六
日

（
日
）
開
催
の
「
鵬
祭
」
を
見
に
来
ま

せ
ん
か
。

懐
か
し
い
時
代
に
戻
れ
ま
す
よ
。

昨
年
参
加
の
学
生
か
ら
嬉
し
い
言
葉
が
届
き
ま
し
た
。

「
鵬
祭
」
初
の
参
加
で
レ
モ
ン
ス
テ
ー
キ
完
売
！

お
や
じ
バ
ン
ド
で
観
客
を
魅
了
。

「
鵬
祭
」
初
の
参
加
で
レ
モ
ン
ス
テ
ー
キ
完
売
！

お
や
じ
バ
ン
ド
で
観
客
を
魅
了
。

第
一
志
望
の

　
企
業
か
ら
内
々
定

地
域
政
策
学
科
四
年

　
　
　
岡
村
　
智
子

 

今
年
度
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
は

十
一
月
八
日
（
土
）・
九
日（
日
）

　

岡
村
智
子
で
す
。
私
は
五
月

の
初
旬
に
第
一
希
望
の
企
業
か

ら
内
々
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
去
年
の
十
月
に
参
加

し
た
「
佐
世
保
セ
ミ
ナ
ー
」
で

の
同
窓
会
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
履
歴
書
の
添
削
、
不
安
な

時
に
そ
の
不
安
を
取
り
除
い
て

頂
い
た
就
職
課
の
先
生
方
の
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
佐
世
保
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
業
界
研
究
、
自
己
分
析
の

甘
さ
、
語
尾
が

上
が
る
話
し
方

等
を
指
摘
さ

れ
、
早
い
段
階

で
自
分
の
弱
点

を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、

そ
の
後
は
新
聞

を
読
ん
だ
り
、

り
、
話
し
方
を

意
識
し
た
り
と

日
頃
の
生
活
か

ら
注
意
さ
れ
た

こ
と
を
心
掛
け

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
佐
世
保
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
こ
と
で
就
職
活
動
の
良
い
ス

タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
、
本

番
さ
な
が
ら
の
面
接
の
雰
囲
気
を

経
験
し
た
こ
と
で
、
企
業
の
面
接

に
は
程
よ
い
緊
張
感
と
自
信
を
も

っ
て
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
も
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
は
残
り
少
な
い
学
生
生
活
を
楽

し
む
と
と
も
に
、
大
学
の
勉
強
の

集
大
成
で
も
あ
る
卒
業
論
文
の
作

成
、
ま
た
読
書
等
に
も
力
を
入

れ
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
厳
し
い
中
に
も

愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
い
た

こ
と
、
就
職
活
動
に
対
す
る
意
識

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

機
会
を
作
っ
て
頂
い
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始

め
る
後
輩
へ
の
ご
指
導
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（平成19年度就職セミナー）（平成19年度就職セミナー）

四
十
周
年
記
念
式
典
開
催

四
十
周
年
記
念
式
典
開
催

マイクロバス目録贈呈マイクロバス目録贈呈大人気レモンステーキ大人気レモンステーキ大ブレークおやじバンド大ブレークおやじバンド

セミナー応援者募集

お問い合わせ・お申し込みは
各支部長又は鵬友会事務局まで

本年は11月8・9日開催、
参加学生は200名以上。
多数の地元応援者を募集します。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

お
礼

懐
か
し
い
学
章
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

鵬
友
会
会
長　

森
田　

茂

開
学
以
来
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
学
章
が
変
更
に
な
り
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

正
門
の
名
称
に
も
佐
世
保
校
の
文
字
が
増
え
ま
し
た
。

新学章は、
佐世保校、シーボルト校、
海、太陽の英語の頭文字
「S」の組合せをデザイン



平成19年度予算及び決算報告書
平成20年３月31日

《収入合計》12 , 2 5 7 , 5 4 6̶《支出合計》6 , 0 8 1 , 0 4 8＝《次年度繰越金》6 , 1 7 6 , 4 9 8
平成20年6月20日　鵬友会会長　前田　敬一

収支決算書及び付属書類は適正であり、その計算は正確と認めます。
　　　　　　　　　　　　　会計監査    宮地　学  ・千北　裕吉

平成20年度予算
平成20年3月31日（収入の部）（単位：円）

同窓会は終身会費で運営されています。会費納入にご協力下さい。

平成19年度貸借対照表
平成20年３月31日（単位：円）

資産の部 負債・資本の部

現　　金

普通預金

定期預金

19 , 7 6 7

6 , 9 0 1 , 8 2 0

5 , 2 5 4 , 9 1 1

計 12 , 1 7 6 , 4 9 8 計 12 , 1 7 6 , 4 9 8

記念品積立金

鵬友会基金
特別積立金

繰越金

－

6 , 0 0 0 , 0 0 0

6 , 1 7 6 , 4 9 8

平成19年度財産目録
平成20年３月31日（単位：円）

金　　額 預　入　先預金種目

現　　金

郵便貯金

普通預金

普通預金

定期預金

現預金合計

出資金

合　　計

1 9 , 7 6 7

6 , 1 0 1 , 7 6 0

7 9 7 , 0 6 4

2 , 9 9 6

5 , 2 5 4 , 9 1 1

1 2 , 1 7 6 , 4 9 8

－

1 2 , 1 7 6 , 4 9 8

佐世保西郵便局

親和銀行本店営業部

親和銀行上相浦出張所

親和銀行本店営業部平成19年度40周年積立金
平成20年３月31日（単位：円）

期首残高

募金

募金お礼状

バス購入

鵬祭売上金

鵬祭費用

取崩額

期末残高

－

1 , 7 5 4 , 1 0 0

－

－

1 0 2 , 1 0 0

－

－

－

－

－

2 1 , 1 2 0

2 , 4 1 5 , 8 1 0

－

2 1 2 , 0 3 8

3 1 5 , 9 7 7

－

1 , 1 0 8 , 7 4 5

2 , 8 6 2 , 8 4 5

2 , 8 4 1 , 7 2 5

4 2 5 , 9 1 5

5 2 8 , 0 1 5

3 1 5 , 9 7 7

0

0

平成19年度鵬友会基金特別積立金
平成20年３月31日（単位：円）

入　金 出　金 残　高項　目

期首残高

当期繰入

期末残高

入　金 出　金 残　高項　目

－

7 5 7 , 4 1 3

－

－

－

－

5 , 2 4 2 , 5 8 7

6 , 0 0 0 , 0 0 0

6 , 0 0 0 , 0 0 0

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

120 , 0 0 0
5 , 8 2 0 , 0 0 0

－
16 , 0 0 0

－
5 , 9 5 6 , 0 0 0
6 , 1 7 6 , 4 9 8
1 2 , 1 3 2 , 4 9 8

＠12,000×10名

＠12,000×485名

8支部

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

250 , 0 0 0

2 50 , 0 0 0

1 , 3 0 0 , 0 0 0

8 50 , 0 0 0

8 00 , 0 0 0

3 00 , 0 0 0

2 00 , 0 0 0

1 50 , 0 0 0

1 , 0 0 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

1 00 , 0 0 0

1 00 , 0 0 0

6 00 , 0 0 0

1 2 , 4 9 8

2 00 , 0 0 0

1 50 , 0 0 0

6 , 3 1 2 , 4 9 8

5 , 8 2 0 , 0 0 0

1 2 , 1 3 2 , 4 9 8

（支出の部）

（収入の部）（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

会費（次年度新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

40周年積立金取崩

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

120 , 0 0 0
5 , 7 0 0 , 0 0 0

－
－

2 , 2 0 0
－
－

5 , 8 2 2 , 2 0 0
1 60 , 1 5 9

5 , 9 8 2 , 3 5 9

＠12,000×8名

＠12,000×475名

＠12,000×487名

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

250 , 0 0 0

2 50 , 0 0 0

8 00 , 0 0 0

9 00 , 0 0 0

8 00 , 0 0 0

2 50 , 0 0 0

3 00 , 0 0 0

1 50 , 0 0 0

8 00 , 0 0 0

5 00 , 0 0 0

2 00 , 0 0 0

1 00 , 0 0 0

2 50 , 0 0 0

3 2 , 3 5 9

2 50 , 0 0 0

1 50 , 0 0 0

5 , 9 8 2 , 3 5 9

－

5 , 9 8 2 , 3 5 9

実績金額

96 , 0 0 0
5 , 7 0 0 , 0 0 0
5 , 8 4 4 , 0 0 0

－
16 , 4 1 0
125 , 0 0 0
3 15 , 9 7 7

1 2 , 0 9 7 , 3 8 7
1 60 , 1 5 9

1 2 , 2 5 7 , 5 4 6

実績金額

 250 , 0 0 0

2 80 , 0 0 0

1 , 0 3 4 , 7 7 8

8 16 , 7 8 5

8 00 , 0 0 0

7 7 , 2 6 0

2 50 , 9 5 3

1 86 , 2 0 3

7 72 , 7 5 0

7 57 , 4 1 3

－

152 , 6 9 0

4 11 , 6 0 4

5 22

224 , 0 0 0

6 6 , 0 9 0

6 , 0 8 1 , 0 4 8

6 , 1 7 6 , 4 9 8

1 2 , 2 5 7 , 5 4 6

（支出の部）
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